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安
全
・
安
心
な
環
境
で
振
り
返
っ
て
学
ぶ 

副
校
長 

渡
辺 

賢
志 

今
年
度
の
水
泳
指
導
が
始
ま
り
ま
し
た
。
昨
年
度
と
違
い
、
二
ク
ラ
ス
合
同
で

二
時
間
ず
つ
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
感
染
症
対
策
を
行
い
な
が
ら
の
指
導
で

は
あ
り
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
以
前
の
学
習
方
法
に
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

た
だ
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
の
課
題
と
し
て
、
暑
さ
に
よ
る
熱
中
症
等
の
危
険
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
気
温
だ
け
で
な
く
、
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
や
日
差
し
、
子
供
た
ち
の
暑
さ

へ
の
慣
れ
具
合
等
も
踏
ま
え
、
事
故
な
く
、
体
調
を
崩
す
こ
と
な
く
安
全
に
指
導

で
き
る
よ
う
、
留
意
し
て
い
き
ま
す
。
普
段
か
ら
久
原
小
の
体
育
指
導
補
助
員
を

務
め
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
森
田
琴
星
水
泳
指
導
補
助
員
と
、
新
し
く
い
ら
し
た
高

橋
は
る
か
水
泳
指
導
補
助
員
、
更
に
保
護
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
つ
い
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
中
、
プ
ー
ル
で
の
学
習
に
臨
み
ま
す
。
子
供
た
ち
が
安
全
に
、

安
心
で
き
る
環
境
で
学
び
、
力
を
付
け
て
い
け
る
よ
う
、
指
導
し
て
い
き
ま
す
。 

七
月
は
、
一
学
期
の
学
習
の
ま
と
め
の
時
期
と
な
り
ま
す
。
学
校
公
開
等
の
際
、

教
室
に
子
供
た
ち
の
「
一
学
期
の
目
標
」
等
が
掲
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
お
気
付

き
で
し
ょ
う
か
。
普
段
の
授
業
で
も
め
あ
て
を
も
ち
、
ま
と
め
に
振
り
返
り
を
行

い
ま
す
。
同
様
に
、
学
期
と
い
う
ス
パ
ン
で
も
目
標
を
立
て
、
学
ん
だ
こ
と
を
振

り
返
り
、
自
分
が
何
を
理
解
し
、
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
を
実
感
し
、

こ
れ
か
ら
の
課
題
を
見
い
出
し
た
り
、
互
い
の
成
長
を
認
め
合
っ
た
り
し
ま
す
。

そ
の
こ
と
で
、
学
級
全
体
の
成
長
を
知
っ
た
り
、
自
尊
感
情
を
高
め
た
り
し
て
い

け
る
の
で
す
。 

子
供
た
ち
が
安
全
な
環
境
で
安
心
し
て
学
習
で
き
、
成
長
を
実
感
で
き
る
よ
う

に
指
導
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
一
学
期
も
あ
と
少
し
で
す
。
終
業
式
を
迎
え
る

と
夏
休
み
が
始
ま
り
ま
す
。
楽
し
い
夏
休
み
を
迎
え
る
た
め
に
、
御
家
庭
で
も
子

供
た
ち
へ
、
引
き
続
き
励
ま
し
の
言
葉
と
健
康
管
理
等
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

日 曜 予定 備考 日 曜 予定 備考

1 金 B時程 17 日 ス
2 土 18 月 海の日

3 日 ス 19 火 給食終 SCS
4 月 全校朝会　委員会活動 20 水 土曜時程　終業式　大掃除

5 火 SCS 21 木 夏季休業日始　夏ドキ始

6 水 B時程　児童集会　保護者会（１・２・３） 22 金 十中授業・部活動体験

7 木 B時程　安全指導 SCU 23 土
8 金 B時程 24 日

9 土
土曜授業３時間　算数土曜補習(４時間目枠)
情報モラル講習会(11:45～12:30) 25 月 夏季水泳指導始

10 日 26 火
11 月 全校朝会　クラブ活動 27 水
12 火 B時程 SCS 28 木
13 水 B時程　児童集会　保護者会（４・５・６） 29 金 夏季水泳指導終

14 木 桃の丸かじり SCU
15 金
16 土

８月３０日(火)全校登校日　８時４５分～５５分登校
８月３１日(水)夏季休業最終日
９月　１日(木)始業式　大掃除

 

教
育
目
標 

歴
史
を
誇
る
久
が
原
の
大
地
に 

 

深
く
根
を
下
ろ
し
桜
の
よ
う
に
明
る
く
潔
く
、 

欅
の
よ
う
に
天
高
く
伸
び
て
ゆ
く
久
原
小
学
校
に
学
ぶ
子
は
、 

一
、
健
康
な
子 

二
、
考
え
る
子 

三
、
や
さ
し
い
子 

四
、
礼
儀
正
し
い
子 

（備考） 
SCU：浦山スクールカウンセラー来校   
SCS：佐々木スクールカウンセラー来校    
ス ：スポーツ開放  校 ：校庭開放   

生活目標 身の回りの整理整頓をしよう。 

給食目標 よくかんで、残さず食べよう。  

保健目標 暑さに負けない工夫をしよう。  

安全目標 広がらないで、道を歩こう。  
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 ６年生の窓（学校生活の紹介）   
浅野 洋明  

６年生は、５月３０日～３１日と６月２日～３日に、学年を２グループに分け、伊豆高原移動教室に

行ってきました。親元を離れて子供たちだけで過ごす１泊２日。大きな期待と少しの不安を抱えながら、

子供たちは当日に向けて前向きに準備を進めました。コロナ禍での学校生活を送って久しい子供たちに

は、行事の縮小や小グループでの話し合い活動等の制限に伴い、他者との合意形成を図る機会が少なく

なったように思います。その意味で今回の移動教室は、子供たちにとって大きな教育的意味をもってい

ると言えます。図らずも社会や大人から出される様々な条件下で過ごすことに慣れてしまった子供たち。

そんな子供たちが２日間、自分たちの力だけで過ごし、様々な場面で友達と協力し合いながら笑顔で帰

って来られたことを、担任として嬉しく、そして頼もしく感じました。１人１人が自分のすべきことを

し、互いを尊重し合うことで、学年が団結して目標を達成できた今回の移動教室は、子供たちにとって

特別な思い出になったのではないでしょうか。この経験を、１つの行事の成功としてとらえるのではな

く、残りわずかとなった学校生活おいて存分に生かし、胸を張って卒業の日を迎えることができるよう、

教職員一同引き続き支援して参ります。保護者の皆様には持ち物の準備やアレルギー対応等、様々な面

で御理解と御協力を頂き、本当にありがとうございました。以下、子供たちの振り返りの一部を抜粋し、

掲載いたします。  

・「今回の達成感は、未来に踏み出す大切な一歩だと思う。これからも色々なことに挑戦し、一歩一歩未来へ進んでいきたい。」1 組 岡村章平さん 

・「東京では見たことがない虫に驚いたり、空気が甘く感じたりして、東京とは違う自然の豊かさを感じることができました。」2 組 豊田陸磨さん 

・「きれいな宿舎やおいしいご飯など、僕たちの知らないたくさんの苦労への恩返しとして、最高に楽しむことができました。」3 組 田中怜さん 

・「今回の移動教室を通して、家族や友達の大切さを改めて感じた。今度は、自分がそう思ってもらえるようにしていきたい。」4 組 矢岸亜梨さん 

 
 

水泳指導について   
     江口 隆太  

待ちに待った水泳の学習がはじまりました。１年生にとっては初めての水泳学習になります。  

 今年度は昨年度とは違い、２学級ごとに、２時間ずつ行います。しかし、感染防止対策として、密を

避けたり、声を出さずに活動を行ったりすることは変わりません。様々な制限がある中でも、水に慣れ

親しみながら、基本的な動きを身に付けることができるように指導していきます。水泳の学習は、泳力

の向上はもちろんのこと、水の中で安全に活動するための知識や技能を身に付けさせることも目的の一

つとしています。子供たちにとって充実した学習になるように指導していきますので、宜しくお願いい

たします。また、昨年度に引き続き、保護者ボランティアの方々にもプールに入っていただき、児童の

安全管理を補佐していただいています。誠にありがとうございます。  

 水泳は陸上での運動と比べても体力の消耗が激しい運動です。毎朝していただいていることではあり

ますが、水泳のある日には、特に念入りに健康観察をお願いいたします。  

                             
 

相談室から   
         佐々木スクールカウンセラー・浦山スクールカウンセラー  
久原小学校スクールカウンセラーの「佐々木匠」と「浦山伸悟」です。久原小学校では今年度も２名

のカウンセラーが火曜日と木曜日に相談活動を行っております。お子様のことで心配なこと、学校生活

についての不安など、何か気になることがございましたら、ささいなことと思われず、どうぞお気軽に

御相談ください。 

御相談の内容は児童に関わることであれば家庭、学校、いずれのお話でも構いません。保護者の皆様

とともにお子様の成長を支援していきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

御相談内容としましては、 

「学校を休んでいる、登校を渋る」、「友達との関係に悩んでいる」、「親子関係について」、「ゲ

ームのやりすぎが心配、生活リズムが乱れている」、「子育てについて」、「漢字が覚えられない」、

「算数の文章問題が苦手」、「落ち着きがない」、「子供の発達が気になる」、「手先が不器用、運動

が極端に苦手」、「すぐに物をなくす、片付けができない」などと様々です。「こんなこと相談してい

いのだろうか？」と思われることもあるかもしれませんが、まずはお気軽に御連絡いただければと思い

ます。 

御予約については、担任に御相談の希望をお伝えいただくか、カウンセラーの出勤日に直通電話

（080-5977‐6179）まで御連絡下さい。相談対応中は電話に出られないこともございますので、その際

は留守番電話にメッセージを残していただければ折り返しお電話を差し上げます。 


